
東京のくらしから、
地球の明日をつくっていく
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地球のため。

環境のため。

未来のため。

口にするのも言葉にするのもとても簡単。

大事だということはもちろんわかってる。

でも、行動にうつすのは難しい。

どうしてもこう捉えてしまいがちな、

環境についてのアクション。

じつは、わたしたちの小さな一歩の積み重ねが、

大きな変化をつくっていくのです。

手にしたペットボトルをリサイクルすること。

オフィスや家でつかうエネルギーを見直してみること。

目にする自然のありがたさを感じること。

東京にくらす一人ひとりが、

東京で活動する一つ一つの組織が

それぞれが今、できることから。

東京都環境公社は、

その最初の一歩目を、歩みを進める二歩目を

ともに歩んでいきます。

公益財団法人 東京都環境公社

ブランドムービー

Brand
  Message

東京のくらしから、
地球の明日をつくっていく



・ゼロエミッション東京の実現

・生物多様性の恵みを受け続けられる、自然と共生する社会

・都民の安全・健康が確保された、より良質な都市環境

公社の持つ現場力と専門性を最大限に活かし、

ゼロエミッション東京の実現に向けて積極果敢に挑戦する。

新しい社会を切り拓く
環境分野のフロントランナー

Purpose私たちが目指す社会像

多様化・深刻化する環境課題の解決に挑み、
持続可能で魅力と活力あふれる都市・
東京の実現に貢献する。

About Us東京都環境公社とは Mission私たちの使命



01
利用者目線に立った質の高い助成金手続きの実現を目指すとともに、

省エネ手法や再エネ調達の知識・ノウハウと幅広い広報力の発揮により、

都民・事業者の脱炭素化の取組を強力に後押しする。

エネルギーの脱炭素化

2R ビジネスや水平リサイクル技術の社会実装を支援するとともに、

多様な主体と連携しながら消費者の行動変容の促進といった普及啓発活動にも取り組むことで、

ハブ機能の発揮とサーキュラーエコノミーへの移行推進、

そしてカーボンハーフへの実現に貢献していく。

持続可能な資源利用による
カーボンハーフへの貢献

02

Various
Projects

6つの分野の事業を展開し、
私たちが目指す社会像を実現する
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資源循環 調査研究

自然環境 水・大気環境

廃棄物処理

エネルギー

事業戦略



都内の生物多様性の拠点である保全地域において、

生物多様性に配慮した管理や利活用を行うとともに、

多様な主体と連携し、東京都生物多様性地域戦略に基づいた事業展開を図ることで、

ネイチャーポジティブの実現に向けた取組を拡充・加速する。

生物多様性の保全と自然との共生

これまで培ってきた

廃棄物分野の現場力と

災害時支援のノウハウを継承・発展させ、

関連部署間の連携も含めた

対応力の高い体制に強化していくとともに、

廃棄物の循環利用に係る行動変容を促し、

社会基盤の維持に貢献していく。

都民および事業者が大気環境に配慮した

製品・サービスの選択等を実施するよう、

都と連携した広報活動や補助事業を展開し、

社会全体の行動変容を促していく。

大気環境等のさらなる向上

これまでの調査・研究の成果を踏まえ、

脱炭素社会の実現や生物生態系保全、

気候変動適応の取組・

発信を展開するとともに、

将来の環境科学研究所のあるべき姿を示し、

その具現化に組織を挙げて

取り組んでいく。

都環境施策の実効性を高める
総合的な調査・研究の推進
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廃棄物
適正処理の促進



公社を取り巻く環境を踏まえ、公社が目指す方向性を「2030 ビジョン」としてより

明確に示すとともに、社会や東京都の動向に 柔軟かつ機動的に対応していくため、「ア

クションプラン」 を策定し、持続可能な社会の実現への貢献に向けた歩みを加速させて

いきます。

東京都環境公社 2030 ビジョン

〒130-0022  東京都墨田区江東橋 4-26-5 東京トラフィック錦糸町ビル 8 階
TEL 03-3644-2189（本社代表）

公益財団法人 東京都環境公社（本社）

公式サイト
X

TOKYO-
ecosteps
サイト

公式
Instagram公式X

私たちは、東京都の環境政策の

フロントに立っている自負があります。

持続可能な未来をつくるために、

都民の声を最前線で受け取り、都に届けます。

公社一人ひとりが環境に対する意識を持ち、

主体性のある迅速な対応をしていきたいと考えています。

誰より現場を知っているから、
フロントランナーになれる
“

限られた土地のなかで、どのようにごみを削減し、活用するか。

これらを考えるのも、公社の重要な役割です。

これが機能しなければ、街にごみがあふれる未来も……。

私たち一人ひとりは小さな石でも、

力を合わせれば一枚岩になれるはず。

今後も、組織全体で意識を共有し、

持続可能な都市を支えていきます。

“プライドと情熱を持って、
削減に取り組む

公社には多くのスペシャリストがいます。

しかし、環境を良くするという大きな目標に対して、

一つの団体だけでは限界があります。

だからこそ、人と情報を結びつけて仲間を増やし、

一丸となり向かっていきたい。

幅広い環境分野に携わる公社のネットワークを活かし、

どのような展開ができ、広げていけるのか考えながら、

2030 年の目標達成に向けて取り組んでいきたいと考えます。

“環境に配慮した取り組みを続けて、
つながりを深め、広げていく

We think … 2030 VISION東京都環境公社の声 2030 VISION


